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大阪市立大学水内ゼミ･

アイセック(大学委員会)の

みなさんによるゲスト編集は

まだまだ続きます｡

9的車重本橋想. 1976年最初の地区の都市計画

瀧定. I978年最初の事業計画決定･･･現在最終段階に/

①日本最大規模で､半世紀という �2�
最も時間のかかったあベの再開発事業 

昭和30年代の阿倍野橋,旭町点描､雑誌『大大阪』より 

/競黙諾薫繕認紫繕ゝl

譲吉絹蕪簿謀議衰詣引
これまたいたるところに運京マークかあるという決意)

＼(1056年:あの巾この節･阿僧顔区)
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相通慣古凪東;
右地図のD近辺の
軍費を集めてみ
た｡どこかわか
るだろうか｡

/両部心的な性格をもちなからその持越が

生まれ変わったあぺの

今やあべのは大腰第3の高業績漬地
であるが.以前は戦前からの老朽し
た本道建築が多く織り握境上.防犯
上同報を抱えた地域であった｡そこ

票票索雪~＼､誇認識誤読雲聖も蕊食いがということを京ずるのですが.何かこうつかみどこ
ろかない｡公面や基衡競.動標題といった語調があるかと
思うと一方では類誌や嚢場といったものがある｡またその
鱒中食むせにスラムが霜夜するといったことで.つかみど
ころかまいターミナルという虜Ljかつよい｡そういった点

は章照の上蝿とよく偽でもんですね. (1965年;明日の大

順く大晦書棚病〉 ･同語蝉クー年ナル)

2002年の龍田で,かきり農の持去が運んでいる.
赤線は抽選.西半分は.あペのポンチ.マルシェの
再開弗ビル内の原綿衝となった(下右翠責) ｡

再開発地域から西方向西成区に
向かうと､上町台地の魅と壁

開矧こより大きく発展した阿倍野エリ
と西成区は騰練している｡その境界に

は約6-7mほどの魅と. ｢塾｣ (下写真)
〈存在する｡天王寺駅からその重に近づく

につれて活気がなくなっていく感がある
かつての膿わいを想像しながら.その霜
田気の変化を味わってみよう｡

では商店街店舗の全面繊畦や.木造
提霜の取り嬉しが行われ.あペのの
同意は約40年間とすっかり饗めって
いる｡

1 956年の住専出田で.鳩遭lJ印.Bl=店請や農tの
日鋼している状況が調み取れる｡裏の入り口Iこ.左上な
責の道標かあった｡覆車のように大正7 (1918)年の確立
であり.原調にその下寧裏にみられるアーケードか伸びて
Ilk.

再開覚には巨嶺のお金がかかったが.
現在の姿をどう脇じますか?

現在､あぺのキューズモールのあるエリアは
もともと住宅街だった｡行政主導のもと多くの
民家や商店が立ち退きを要請された｡再開覚の
結果.大阪市は1961億円もの機雷を擬した｡
行政としては失敗かもしれない｡住む人はすっか
り支わり､ニュータウンのような龍に目的は運し
たと考えることもできる｡立ち退きを迫られた商
店も(左申写真群)一部当時の店構えを精し.刺
の場所で経賞を続けている｡
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末書寺公国のしれシーを掠めて

諜詳謙虚

西洋式では有数の古さを誇る天王雪盛国　有数の財閥､住友本部の跡地
有数の古さを誇る天王寺動物園.有数の規模を誇る大阪市立美術館
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｢鳶田｣の江戸期から明治初期までを学術的に掘り下l靖だよ
･-近世大坂の都市旋盤の周縁部高書が生み出した歴史地産～

この新今宮駅南東地域の歴史を学ぶにあたっては､江戸期の鴬田という場所の系譜を正確に理解
する必要があります｡これは飛田新地のことではありません｡その特徴は､注戸期の城下町の【身分別
居住】と､ 【都市計画的な施設配置】に従っていることにあります｡そこで､ 【態祝された身分階層の集

都諾驚親授　窪lubJi蔵前abtI謙諾需品翁島請を:論策蒜議義を講読qt,.請,

大坂図の作成.刊行は天保末期から盛んとなり､とくに､河内屋太助.伊丹慶喜兵衛の手になる積典里枝は数多く出回り＼色刷りの色彩も従来に ない鮮やかさや美しさを備えていた｡とくに天保初年にできた｢天保山｣は入港船の目印として､また大坂の新名所として人気を博したため､その部 分は付け足り図形式で描かれている｡本図の版元は､河内屋九兵衛.河内屋太助.河内屋政七.伊丹屋善兵衛o町屋は彩色がなく簡素であるが､掘 ､割は水色､寺院は黄色＼周辺村は緑色で彩色されている｡かわた身分の渡辺村は｢磁多村｣と賎称で記されており＼天満など四ヶ所は｢長吏｣とある○ 

∴; ∴請∴-∴寸∵∴..i一一 

∴∴畢｢豊麗三:∴ー∴ yi..①千日前!1②輔′/,③高原称のようにミナミの中潮のひとつをつく｡たした｡ 

一言/ ,--.--- 詳言∴∴葦∴ tgI劇､ 

-i押⑨高原 震撼｢四カ所｣の非人村(垣外)のトップである長更が常駐Li ∴∴ヰ∴∵∴∵ノ∴::∴∴∴∴∴∴∴: i幾働力とする溜(ため)も併設されていた刊行町絵図にはi 十一∴∴∴:∵∴∴∴､∴∴∴ 総ii潤④難関所蔵の絵図に見られる非人村と隠坊(下図を: 参照)は､1872年の明治絵図では､前者は建物のみが残＼ り､ただ刑場の記述は残っている○周辺の状況､特に今 ･宮村と紀州街道(住吉街道)は､一里塚､広田神社(ヒ口 た合邦辻､-心事､そして上町台地の農地も見て取れ る｡ )⑤悲田院 四天王寺の西門から現代の谷町筋の参詣道沿い南 に下ったところで､家屋のみの記載となっているo近隣に 川棚は現存する施行院が描かれているo茶臼山もきれいに 

′闘網灘鰯 ～ 用言 ニ∴∴∴∴∴ l �����������������-ﾒ�B�駆朝 議非人村と醐問 詰謹論詰叢岬(捕 廟よ｡､異観な脚の鯛ii i江戸時代は､被翔叱いうくく…) として､鰐｡を持っていたのね… ( ∴二 
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鳶田詰所に く両方とも網 田曲:大阪城天守間 

i.騨′÷蛤癌潤一i〈篭 唸岐�
14湖の5つの脚な､服冊棚純正醐｣(肋4iT-i)相調職制r'tHL舶ので鵬. 

インバウンドやホテル資本等のラッシュでJ R天王寺～J R新今宮一帯は今や日本有数の注目エ
リア!この連載では当地の歴史をきちんと踏まえることこそが大事と考え､特集を続けてきました｡
その過程で､過去の日本社会で賎祝された諸身分の理解がどうしても必要であり､注戸期から明治
初期の変遷を一括して説明してもらうことになりました｡正しくご理解ください｡

<被差別民※と城下町>

リ』20号(2019年)

吉相智博
大阪市立大学特別研究員
西成情報アーカイブ学芸員

※被差別民とは差別問題が意識されるようになってから登場した表現であり江戸期では賎現された身分となるがここでは被差別民とする｡

江戸時代の大都市には､武家町､寺町､町人町と接続する周縁部に多くの被差別民が居住していた｡江戸(東京)､京(京都)､上方(大坂)などには共通
して､ ｢皮多｣ ｢長吏｣ ｢三昧聖｣などが集落を影成し､都市機能の重要な部分を担っていた｡為政者は彼らをそれぞれ｢械多｣ ｢非人｣ ｢隠亡｣などの蔑称

(賎称)で呼んでいたが､当の被差別民たちは自身のことを､ ｢皮多百姓｣(身分はあくまで百姓であるという意味)､ ｢長更｣(更､つまり実務的な能力に
長けている身分という意味)､ ｢三昧聖｣(葬儀の執行や墓所の管理などを専門-三昧におこなう聖なる身分という意味)と称していた｡

ここで､豊臣秀吉の天正の町制(地割)にはじまって､徐々に大都市の姿を整えた上方(大坂)に話をしぼろう｡
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長安 ｢四カ所｣ 儁�68���東成郡天王寺村 兌i�2��S�B僖���� 

連日 ��ﾉ�ﾈﾅ8ﾚ�ｷｹ�｢�慶長14(1509)年 � ��

道頓堀 ��ﾉ�ﾈﾅ9>�y�｢�元利8(1622)辛 � ��

天満 ��ﾉ�ﾉu�迄ﾞ��｢�壷永3(1626)年 � ��

高原会所 倅�ﾒ�>ﾉ�r�� � ��

三昧聾 �8ﾉ62�西成郡今宮村 ����>Tｹeb� 

千日 ��ﾉ�ﾈﾅ9>9Fy�｢�� ��

小橋 �8ﾉ�ﾈﾅ98ﾈⅹ,9�｢�剄飼V坊 ��

蒲生 �8ﾉ�ﾈﾅ9nﾉ69�｢�� 栃ﾋｹ�c��

霞原 ��ﾉ�ﾈﾅ6ﾆ俥��｢�剄飼V坊､西之坊 ��

漢 ��ﾉ�ﾈﾅ9>ﾉVﾉ�｢�剄飼V坊､西之坊 ��

権潤 ��ﾉ�ﾈﾅ9�ﾘﾚｩ_I�｢�刮恃V坊 ��

<別掲> �<�62�西成郡今宮村 �(いずれも不詳) �� 

道頓堀 ��ﾉ�ﾈﾅ9>�y�｢�� ��

野江 �8ﾉ�ﾈﾅ9nﾈﾕﾙ�｢�� ��

木津li旧 ��� ��

安治li旧 ��ﾉ�ﾈﾅ98)mI8r�� ��

<屠場> 剪��� 

1925(大正14)年 � ��

皮多身分について
まずは､皮多身分であるが､西成郡木津村に居住していた渡辺村と同

郡光立寺村の外島村とが存在した｡このうち外島村についてはほとんど
何もわからないので触れない｡渡辺村は､上町台地の北端に位置した演
辺津や中世の武士団渡辺党にその名の由来があり､多くの役目を命じら
れていた｡刑場での仕置(礫や火罪の際の手伝い)､市中引回しや下手人
の護送､刑場の準備や後片づけなど掃除(城の堀や牢屋など)､火事の際
の火消人足などである｡このため､渡辺村は自称として｢摂津役人村｣を
多用している｡また.渡辺村は､太鼓張蕾の役目も命じられていて､大坂城
の時櫓(時太鼓)や四天王寺の聖霊会(火焔太鼓)などは､すべて渡辺村で
作られた｡太鼓屋のなかには､遠く薩摩藩知覧郷とも取引を行い､ ｢骨粉｣
をつくるのに際して重要な材料となる牛骨を提供していた業者もいた0

三味聖身分と墓所について
次に三昧聖身分であるが､彼らはそれぞれ墓所の一角に坊舎を構えて

籠麗隷識諒見鰭手稿鴇離脱語識
領として位置づけられているが､いずれも8世紀に僧行基によって建立さ
れたと伝承されている｡7カ所の墓所は｢七墓｣と総称され､すべてに｢火

宍鰯?,篭蒸留酒識緻橋薦繋撤競蔀諸
事万端､さらに墓地の管理までをも三昧聖が一手に引き受けていた｡

良妻身分と居住地｢四カ所｣について
次に､長吏身分であるが､彼らは小屋(垣外)を構え､悲田院･飛田･道

頓堀･天満に居住していた｡それらは総称して｢四カ所｣と呼ばれており､
長吏-人を筆頭に､中頭五人がおかれていた｡彼らが垣外仲間の指導
や運営をおこない､個別の垣外を超える問題は｢高原会所｣で協議して
いた｡垣外の一般の構成員を若キ者とよび､その下には彼らが抱える栄
子が大勢いた｡｢御用｣と称される役目としては､犯罪人の逮捕や盤蕪､
垣内番､刑場での使役､罪人の預り､牢番､乞食･野非人の取締り篤など
であり､市中からの定期的な施物や駄賃などを主な収入源としていたa
四カ所のなかで､もっとも歴良が古いのは､悲田院垣外で､東成郡天王
寺村に属していた｡中世から四天王寺と関係が茶気1594(文様3)年に
四芙王寺の南酎こ移転したと記されている｡その次は､鳶田垣外で閏成

鶏鶉鰯鵜誤謹繰富li).鵠瑞摺謂籍窟
することになった｡三番目は､道頓堀垣外で､西成都下難波村(のろ難波

出典　各種資料をもとに作成(不確かな情報も多く､現時点での暫定的見解であることに留意いただきたい｡)

村)にあった｡1622(元利1)年に､墓地(三昧聖)や刑場､旦那寺となる竹林
寺などに隣接する場所に設置された｡そして､最も北に位置する天満垣
外｡西成郡I i帽村にあり､ 1626(寛永3)年に天満組の北東側(同心･与力
らの居住地の北東)に置かれた｡

近世から近代期に入り
このように.被差別民は都市機能の璽重な部分を支えていたのであ

り.徳川時代(江戸時代)の巨大都市は､彼らの役目や技術なくしては成
り立たなかったといっても過言ではない｡その歴史を知ることは､事わめ
て重要なことである｡ここでは鳶田にも関連して､ ｢四カ所｣の明治維新
以降の変化について追加で説明しよう｡左の1872(明治5)年の絵図も参
考に読みすすめていただきたい.｡

こうした身分制度は1871(明治4)年8月の｢賎民廃止令｣ (｢解放令｣)に

よって靡止される｡その後､こうした身分の人々やその居住地はどうなっ
たのであろうか｡

皮多身分は､ ｢旧賎民｣や｢新平民｣などを記されるようになったが､居
住地はそのまま継承され､皮革(関連)産業なども進展し､被差別部落とし
ての歴更をあゆむ｡ただし､外島村は､ 1910(明治43)年からの新淀l i傲設
工事にともなって水没したため､近隣の3カ所に分散するが､移転先はい
ずれも江戸時代に起源をもつ被差別部落として社会に認識されていく｡

長吏身分は､一部が明治維新の際に混乱を鎮圧するための｢遜卒｣
(巡査クラス)として採用されるが､官僚的な警察制度が整うとともに組
織から排除されていくことになる｡長要項については後の記録から｢御
茶屋｣ (花街)の主人となったなどの消息がわかるものの､居住地の垣外
は落札などに供され､住宅地になった場合もあれば､商業地や興行地
へと様変わりしていく｡鳶田の場合は､やがて燐寸工場･国光合が操楽
し､その周囲に労働下稿や安福が立ち並ぶようになり､やがて木賃宿街
としての性格も併せもっていった｡
三昧聖の居住した墓所は､ 1873(明治6)年に阿倍野､長柄､岩崎新田

の3カ所に新設された巨大基地に統合され(ただし､浜悪所と蒲生墓所
は現存)､跡地は､二束三文で引き取られていた｡このうち､千日と楠田､
蘭原はいずれも､近代都市の興行地として発展していき､ミナミ･キタの
代名詞となっていく｡鳶田は長更の居住していた垣外村を含めて､労働
者向け住宅街となり､西部のほうは木賃宿衛へと変化していく｡

規在の大都市大阪の姿は､こうした歴虫的な変遷に大きく由来してい
るのである｡



新今宮駅周辺　もう-つの磁力

山王･太子地域の江戸時代から大空襲ま
(飛田新地含む)

①描写力豊かな絵図から紀州街道､
飛田を観る

1806年に刊行されたこの大坂絵図
では､絵図の南縁に私たちが見たい
城下町の周辺部が克明に描かれてい
ます｡主要街道を薄い緑色で示しまし
たが､歴史的に重要な街道が南北と
東西に走っていることがわかります｡
南北は､日本橋筋からと四天王寺から
の2本の住吉街道があり､日本橋筋
からのほうは紀州街道とも呼ばれて
いました｡そして東西のほうは､四天

王寺から木津､そして茅澤海(ちめの
うみ､大阪湾)を結んでおり､現在でも
国道25号線として踏襲されています｡
その交差点がいまの憲実須町､当時
の今宮村にあたります｡鉄道も赤点線
で補筆していますが､東西と南北の重
要性は鉄道に引き継がれました｡また
上の明治初期の地形図と比べて､鳶
田の江戸期の空間セッティングが墓
所を除いてほぼなくなり､明治期にゼ
ロからの出発となったこともよく見て
取れます｡

(出典　増侶改正額州大阪地固､ 1806年､

国立国会図書館デジタルコレクション)
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②上調合地下Iこ広がる低地では?
左下に配置した鳥轍図である鳥轍

図である｢大湊一覧｣ (1839年)では､

上町台地の手前が実によく書き込ま
れている｡明治期には白地のキャンパ
スと表現してよいが､飛田周辺では街
道とそこに珠状につらなる集落の存
在と刑場が､この土地の江戸時代系
譜を見事に示しているといえます｡明
治初期の地形図で刑場は墓所のみに
縮減している状況が見て取れます｡土
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で紀州街道を歩くと､今宮村を抜け､ ･i左手に飛田墓所を見なから､田園風 
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寮を愛で､今宮新家に至ります｡
(出兜:大阪近傍図､1898年､大日本南国

陸地測邑都､地理院地図(電子国土web)
の陰影起伏地図などを利用､ 『大湊一覧』

(神戸市博物館所蔵､天保10(1839)年)､

住喜名勝図会(岡閏玉山画1795年)
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⑤天王寺村の詳細地図より､ ｢阪南苅
外｣の飛田方面を見る

大変ミクロな地図で詳細に町名が描
かれている｡東側の耕地整理が行われ
た地域では､北から東西に北玉水通り
から阪堺電車平野線の走る緑町まで､
南北に北門筋などの町名が新たに付さ
れている｡商店街の通り名は､北天神筋
とあり､当地の鎮守の天神の森から北
に､ということで名づけたのであろうか｡
また燐寸工場跡は､住宅地として跡地
利用されているが､その町名が､電光町
とあるのは大変印象的である｡

(出典　阪南郊外精図､ 1921年､大阪市立

図書館)

合

ここで初めて登場する

の田のほうに街道沿いの見ることができる｡木賃宿衝の登場時がわかる数少ない地図である｡

(出典: 2万分の1地形図｢大阪東南部｣､写真は1903年撮影､加藤政洋氏蔵)

③明治末期の地締図.多くの小字名がl
明治末期の大阪市とその接続町村の町名

及び小字名が地図化されている｡鉄道北側は
大阪市となり新町名がつけられ､旧来の小字
名は消えている｡1パネルで述べたように､住
吉街道と鉄道の交差ポイントがたまたま小字
釜ヶ崎であったことで､その後の小字名の運命
を決しました｡今池や花園､海道などの小字名
が見られるとともに､多くの地名はその後の市
街地化で､今宮村域は1922年に新町名化さ
れる｡飛田新地の敷地は天王寺柚こ属し､小

市綱　車名V.'*訊癌呑窃完'L沫'…'-''-… "

(出典:吉江集団堂地籍地図編集部縞『大阪地籍
全三編』吉江集画聖､ 1911年所収掲載図に加筆｡
町丁､小字界は原本の刷りが不完全で､左に少しず

展示パネルからの転載です｡さら
にくわしく､読みやすい現物を西
成情報アーカイブで見れます｡

こより』19号(2018

水内俊雄　　　　　　　　吉村智博

大阪市立大学　　　大阪市立大学特別研究員

都市研究プラザ教授　　西成情報アーカイブ学芸員

･,三鑑謹艶成熟と､周辺市

大門通りを西の入口から見
た写真であり､地図上では､開
設数年後の徐々に店が埋まっ
ていく様子と､昭和にはいって
ほぼ楼閣で埋め尽くされた状
況が見て取れる｡釜ヶ崎の地
名は両地図とも記されている

柴藍崇.LE-921年＼左が1929年,冬空≡奉も諒
･ /n--BI--竃議論竃D-

出離'- )が~~"ヰ重点?.
⑦大大阪の髄生と.西成区､住吉区の登場

1925年大大阪の成立とともに､市販図は大和
川ほで南は大きく広がった｡新区の境界は太赤線
で､左上隅が良速区､右上隅は天王寺区､右側の
飛田方面は新設住吉区となった｡左側の新設西
成区で釜ケ崎は依然書き込まれているが､入船と
か太子方面の東田などの新町名が登場してい
る｡住吉区側になる今の山王方面(旧天王寺村)
はまだ新町名は導入されておらず､住吉区天王
寺町を霜して､国分寺(小字名)と飛田の地名が
書かれている｡
(出典:大阪市大地固､1925年､和楽路屋)

⑲1945年6月4日(無電撮影.闘士地理陳)
大阪市では3月14日の空襲で､飛田も南部

分が全焼する｡延焼を防ぐための消火活動が行
われたと書く｡その効もあって登録有形文化財と
なっている現在の鯛よし百番は焼失をまぬかれ

⑧釜ケ崎が肖え.新町名､山王町が寵生
左側の新西成区側では釜ケ崎が肖え､新町名

が書き込まれている｡元今宮という汎称名が登場
する｡燐寸工場や煙草製造所は消えている｡ 1929

年に住吉区側で新町名が導入され､ここで天王
寺町という売肋や取れ､山王1丁目から4丁目の
地名が登場する｡上町台地側の旭町もここで登場
する｡汎称地名の飛田､元今宮は依然書き込まれ
ている｡

(出典:最新大大阪市街地図､1935年､和楽鞄屋)

⑨1945年2月6日(謀軍撮影.園土地狸陳)
左写真をあわせ､米母の空襲偵察写真である｡

3月大空鶏の1ケ月前であり､空漠という悲劇が
ヶ月後に待ち受けていた｡

北部分と鯛よし百番は空襲での
焼失をまぬがれたわけなのね
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が､昭和の地図では､釜ヶ崎や八田という小字名が一部残りつつ､新町名が書かれている｡飛田の墓



出典` 『萩まちだより』21号(2019年) 一枚帝乱丁国には歴史地理の宝が埋まっている-

20世紀初頭の職工住宅(12｡瑚模?電光舎蔚工場)の謎に迫る
全国に先駆けた労働者住宅だったのカァ～

職工事情　～燐寸工場とその周辺の労働者長屋

釜ケ崎近辺の最初の市街地化は､現太子1丁
目あたりで始まった
電光舎の燐寸工場は今の太子1丁目､当時の今宮村小
字東通1022番地(土地台帳ではそうなっているが地籍
図では1021番地)に､ 1897年に登場した｡ 4,797坪

と登記されており､赤枠で示しているように120m四方
の結構広い敷地を有していた｡鳶田墓地は青枠で示し

ているが､北区樋上町在住の上田熊次郎所有となって
いる｡近隣のいくつかの敷地をこの上田が所蔵している｡

緑丸は小字名で､上からハ友田､東道､今池であり､
最初の2つは1922年の町名の新設で､二つの文字を
合わせて東田町､今池はそのまま今池町､この地籍図
にはないが､西隣の金ヶ崎は東大船町となった｡

苗紅麹画鋲地籍地図掴塙都編. 1911年より

鏡野　　　　　　　　　　　ほんまにいろいろな歴史がつまってますわ､この~帯

水内俊雄　　　　　　　　吉村智博

大阪市立大学　　　大阪市立大学特別研究員

都市研究プラザ教授　　西成情報アーカイブ学芸員

地図にみる電光舎近隣の変遷
①地籍図が1911年より少し前の状況である
と思われるが､この①の2万分の1地形
図は1908年であり､ほぼ同時期の市街
地化の状況を示している｡工場と墓地の
配置は地地籍図と同じであり､長屋は工
場の周りにあるとするとまだ密集している
状況とは言えない｡紀州街道沿いに木賃
宿の進出はすでに描かれているようである
が､ 1903年刊行の職工事情で描かれた
長屋がどこと特定するのは､この①地図か
らはむつかしい｡

②手元にある市販地図で最初に燐寸工場が
記されるのは､ 191 1年刊行の②の地図で

あり､ここで今宮新家という地名が､工場
の北側に付される｡まさしく職工事情でい

われた今宮新家であり､この位置関係か
らすると､長屋は工場の北となる｡

③1917年の地図になると､鳶田という地名
が工場の北側に付される｡職工事情で言
われた今宮薦田であろうか｡この②､⑤か
ら少なくとも職工事情で描かれた今宮の
長屋は､現在の太子1丁目にあたること
になる｡

④工場がなくなったあと､一般宅地化ざれ
た状況が､ 1928年撮影の④の空中写真
となる｡今はなき電光社稲荷も登場して
いるはずである｡堺筋の都市計画道路予
定地がこの写真には描きこまれており､赤
線でそれを示した｡

1921年の阪南郊外構図では､燐寸工場が描か
れておらず､かつて今宮新家と記されたところ
が､罵光町一丁目､そして工場跡は､二丁目と

雪がれている｡この町名の位置関係からすると､
職工事情の長屋は､北側の-丁目になる｡い
ずれにしても現在の太子1丁目であることには
違いない｡今の商店街の通りか｢北天神筋｣
葺かれており､天神の森さんにつながる道で
あることを言っているのか､この道には郡境界
がひかれており､これより東側は東成郡天王寺
村で村社は､天神の森である天神さん､西側
は西成郡今宮村で､村社は広田神社である｡

地形図｢大陸東漸部｣ (1906年)

貴地瑚測大阪市街金田､ 1917年､和楽掛且

大阪市空中写真(1928年)

日本初の社会ルポルタージュ『職工事情』がとらえた燐寸工場長屋世帯
1903年に農商務省商工局から刊行､工場法制定につながる実地調査で､ ｢燐寸工場事情｣ (右文がそ

の一部)では､下表のように今宮村飛田や今宮新家に居住する1 1世帯についてもその生活実態がや
や詳細に記録されている｡世帯主である男性の職業を見ると｢人夫｣ ｢掃除｣ ｢小道｣ ｢手伝｣など下
働き的なものが多く､平均日給も15- 30銭とばらつきが大きくかなりの低額である｡一方､燐寸工
場の｢職工｣として働いているのは同居する家族､しかも若年の子どもが中心であり､とくに就学期の
子どもは学校を通学して､ ｢職工｣となっているようである｡なお赤字は燐寸工場で働いている事例です｡
同じ燐寸工場の職工事情として､神戸の4地区から1 1世帯の生活事情の紹介が続いています｡

職工事情で紹介された今宮地域の長屋居住世帯の生活事情
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電光社裏長屋の責景説明(救嗣糾7よ｡抜削

大阪南部の飛田､金ヶ崎等の貧民窟には､三四十軒の木賃宿に四千除名､

i　電光社､ /T富市裏等の津山な裏長屋に壱常五六千の細民が住んで居る｡是
;一　等細民の指導並みに住宅の改善の為に､新設の今宮署では特に小寺瞥部署

悔蒜蒜議叢環kS," 曙光舎長屋には1918年7月時点で､元職工のうち200人あま の立退交渉に応じたのはわずか2軒だけであった(居住人数の記 述には記軌こよってかなりの差あり)o 踏糊は､黄燐マッチの袈造,輸出が1922年に国際的信 頼止されたことと､舘1次世界大戦の休職反動で轄界全体が不況 となったことで､同年中に数社との合併計画の対象となるが､これは その後はどなくして席楽し､鎧ケ崎から翻したとみられるe毅 したとあるo(以上の纏綿は､日本マッチ工業会の公武HPおよび大審 18 ����吋繆ﾈ��?｢�※大阪の社会専業としては諜騒動以後の地織改善甫業との位置づけ ��
1919年5月3日 ��
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救済研究7-7 1918年　大阪市外今宮護ヶ前敏光杜裏技国と共猿股

移輯して了った長屋は床板を剥いて再び住むことの能きないやうにしてあるが其内部に立入って見ると賞に惨憺たるもので､よく
今迄人が住んで居ったと思われる｡周囲が高くなった為に､一体に窪地である所が鈴計に低くなり､溜り水の上に浮き御堂の如く建っ
て居る｡そして空き家の多くは､残留の住民が羽目板床板などを片端から引きめくって竃の下へ拠り込んで了ふから､宛然轟範の
如隷議書撥繍顆班の手で撮影して届いたものであるo i掘｡起こしならまかしとき♪　蜂,

工,ZW,WWm.W.冊,伽.,仰,..,卿的"仰,,m脚,m岬.糊,,′仰,枇t糾"α,要り汀機関,I,m…m,..鼎,.,翻.｡,耽,..加のm鼎.m▲._高Um,均,a順伽棚7.費Y.｡観m,B涌鵬,佃Y,ポア《W__,,曲m,｡賦霊灯∞一周,b ､ , mm仰..町.一朗潤,田原."捌M,,

百六軒は店立て　今宮の電光喪履　十二円の涙金で立退いたもの僅かに二戸のみ　五百の貧民途方Iこ要る
府下西成郡今宮町燐寸製造会社惑光令は同町地上に百六戸の棟削長屋を有し一日一戸十銭の家賃にて細民に貸し来れるが

その筋にては将来の発展上家主に対し衛生上有害なると建築条例に連反せる廉を以て改築を促し家主は又その筋の憲を受けて
昨年七月頃より店子に向い本年二月限り京明け渡しを申渡せるも貸家払底の折柄とて延び延びになり四月となりても立退くもの
一人もなかりしに去る十七日の夕方住吉語の巡査二十余名が百六声の店子を附近の萬菜館に招集し｢二月限りの期限が過ぎて

も豪明けを実行せざるは不都合なり､一日も早く立退くべし｣と諭し特光祐の加納支配人も亦店子一同に対し｢五月十五日迄に
立ち退く時は一戸当り十二円宛の涙金を贈るも同日迄に家明けを実行せざる時は邁慮なく家屋の取り毀ちをなすべし｣と申し渡
したるも三十日迄は件の涙金ほて立退きしもの億に二百にて百四声は何処へ行っても住む家がないとて動かず､富美またこの

長屋に住める五百余名の細尾を一度信正ち退かすとも彼等の住むに適せる貸家がない萌とて店子等も途方に暮れ居れるが岩間
方面委員英他の篤志勤ま輿の解決につ曹府救済課其他に交渉中なり(大阪毎日新聞1919.5.3 (大正8))

出蜘同幅大母船源鵬常研邦所新聞記事文庸｢住居開田｣ (1-085)
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